
 
 

岳南電車への公的支援の効果検証について 

 

１ 岳南電車（岳南鉄道線）の概要 

  岳南電車は、長さ 9.2 キロメートル、10 駅の全ての駅から    
富士山を望むことができます。 

  昭和の風情が残る駅舎や昔ながらの電鈴の踏切の警報器

など、車窓からの風景がゆっくりと流れていきます。 
  また、夜には、工場夜景とのコントラストが昼間とは違っ

た表情を見せることから、（一社）夜景観光コンベンション・

ビューローが制定した「日本夜景遺産」にも認定され、全国

から鉄道ファンが集まる人気の路線となっています。 
 
  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【岳南鉄道線の路線図】   
 

２ 経緯 

本市では、地方鉄道「岳南鉄道線」を運行する岳南電車に対し、平成 16 年度から公的支援を実

施しています。 
令和 5 年度～9 年度（第 4 クール）についても、「岳南電車は市民の暮らしの足として不可欠な

交通手段である」ことから、公的支援を継続しています。 
 

３ 公的支援の継続にあたっての条件 

  公的支援の継続にあたっての条件は以下の 3 つです。 

（１）これまで以上の自助努力を行い、利用促進策による増収を図ること。 

（２）市民、事業者、岳南電車、行政のオール富士市で岳南電車の活性化に向けた取組を継続する

こと。 

（３）岳南電車は、鉄道事業の「経営改善」や「地域共生型の交通サービス」の提供に向けた行動

計画を策定し、確実に履行すること。 
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４ 補助金額について 

各年度の補助金額は、岳南電車の財政計画に基づき、鉄道事業収支欠損見込額から自助努力分

としての 9％を除いた 91％とし、実績によって欠損額が計画より下回る場合は、年度ごと精算す

ることになっています。 

【補助スキーム】 

営業費用 

営業収益 
欠損額 

補助金額 自助 
努力 

                               91%                   9% 

 

【補助金額】※H16～H22：1,000 万円、H23：2,000 万円、H24～H26：6,500 万円、H27～R4：6,200 万円 

 

 

 

＜実績＞ 

補助金額 72,454 欠損額（当初計画） 79,621 千円 

欠損額（実績）   82,270 千円 差 引 額 ±0 

 ※R7～R9 については、令和 6 年度に岳南電車が見直した財政計画に基づき算出した補助金額に変更した。 

 

５ 市の取組について 

市は、公的支援の継続にあたり、次の 3 つの取組を行うことになっています。 

取組１ 「岳南電車行動計画」の履行確認におけるモニタリング制度の導入 

   ➥行動計画の進捗状況の確認（岳南電車・市）を行い、確実な計画履行を目指す 

取組２ 公的支援の効果検証の実施 

   ➥モニタリング結果を富士市公共交通協議会に報告し、協議結果を公表する 

取組３ 庁内横断的な岳南電車への支援 

   ➥庁内横断的に岳南電車を支援する体制作りを推進する（岳南電車庁内連携支援会議の設置） 

 

【岳南電車庁内連携支援会議】 

都市整備部 都市計画課 総務部 シティプロモーション課 福祉部 福祉総務課 

市民部 市民安全課 産業交流部 商業労政課 産業交流部 交流観光課 

教育委員会 学校教育課     教育委員会 文化財課 教育委員会 富士市立高等学校 

 

取組１については、令和 8 年 4 月 27 日に開催した岳南電車庁内連携支援会議において、令和 7
年度の行動計画の進捗状況や個別指標の実績値等を確認し、着実に計画が履行されていることを

共有しました。 

第４クール 

年度 R5(実績) R6(実績) R7(実績) R8 R9 合計 

補助金額 

（千円） 
77,486 83,000 72,454 67,455 77,991 378,386 

 

※当初の想定より、利用者数の減に 

伴い、運輸収入が減少したため。 

計画 770,352 人→実績 719,460 人 
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第 7 号様式 （第 11 条関係） 

令和７年度 鉄道事業実施報告書 
 

事 業 種 別 鉄道事業 
事 業 目 的 市民の足としての利用促進施策の継続（目標１） 
取 組 種 別 日常の利用拡大に向けた利用促進策 

（ 取 組 施 策 ） 経費(千円) 収入(千円) 評 価 

ダイヤの改善 
ＪＲダイヤ改正に合わせ、利用者アンケート結

果を基にダイヤ改善を実施した。 
0 0 

◯ 

 個別指標【実績】 

1）お客様アンケートの実施 1 回／1 年【WEB ｱﾝｹｰﾄ 1 回／年】 

2）ダイヤ改正検討 1 回／年【1 回／年（3/14 実施）】 

3）増発対応 2 回／年【3 回／年（吉原祇園祭、岳南電車まつり、毘

沙門天大祭の各開催日）】 

定期利用者の拡大 
パーク＆ライド駐車場の利用促進継続やポケ

ット時刻表を車内や沿線に配布した。スマホ定

期券の販売促進に努めたが利用者は減少 
0 44,163 

△ 

 個別指標【実績】 

1）目標定期利用者数未達成 371,856 人【 334,020 人】 
2）ポケット時刻表配布  1 回／年【1 回／年（3 月ダイヤ改正時配布）】 
3）スマホ定期「チケパス」取扱額 11,000 千円【10,827 千円】 

定期外利用者の拡大 

高齢者などに向け、利便性向上施策の実施、利

用促進策を拡大した。夜景電車やビール電車な

どのイベント列車を運行し前年比では増加し

た。 

172 85,154 ◯ 

 個別指標【実績】 

1）目標定期外利用者数未達成 398,496 人【385,440 人】 

2）免許返納者用共通回数券の利用受入 150 千円／年【424 千円／年】 

3）駅別時刻表配布 1 回／年【1 回／年】 

4）イベント電車等催行・開催告知 12 回／年【夜景電車 14 回、富士の

宵 4 回、ビール電車 3 回、JAZZ 電車 1 回催行／いずれも年】 

△ 

将来の利用者・支援者

の育成 

こども向け鉄道体験イベント開催（職場見学・

利用体験）、ツアー組込を企画した。駅舎での

沿線学校の作品展示や奉仕活動に活用・周知し

た。富士市立高校生徒のサマーインターンシッ

プ生徒２名受入 

26 0 

◯ 

 個別指標【実績】 

1）乗り方教室、見学会等実施 4 回／年【 12 回／年】 

2）絵画・写真コンテスト等実施 1 回／年 
【高校生ヘッドマークコンテスト1 回／年】 
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＜実施状況が確認できるもの・写真等＞ 

 

▲お客様ｱﾝｹｰﾄ告知ﾎﾟｽﾀｰ     ▲ダイヤ改正告知        ▲配布用時刻表         

   

▲吉原祇園祭増発ご案内    ▲スマホ定期販促ポスター    

 
 
   
 

▲富士市立高校生徒のサマーインターンシップ   ▲夏休み親子岳南電車お仕事体験 
 ▲富士市立高校サマーインターンシップ受入   ▲親子車庫見学    お仕事体験 
 
 
 
 
 
 

▲乗り方教室 吉原小学校  原田小学校           ▲高校生オリジナルヘッドマーク 

                                デザインコンテスト 

                   

   ▲夜景電車（名月電車）  ▲富士の宵         ▲ビール電車 

    

   ▲ジャズ電車 
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事 業 種 別 鉄道事業 
事 業 目 的 市民の足としての利用促進施策の継続（目標１） 
取 組 種 別 利用促進のための環境整備 

（ 取 組 施 策 ） 経費(千円) 収入(千円) 評 価 

車両、トイレ、駐輪場 
などの美化と整備 

車両、トイレの美化や駐輪場の整備を行い、お

客様の利用促進のための環境整備への取り組

みを推進した。 
120 0 

◯ 

 個別指標【実績】 

1）専門業者に委託した車両内外の徹底清掃 1 編成／年 

【8 月 8000 形車両を自社にて車体洗浄、7001 号床ワックスがけ施工】 

2）駅施設（駅舎、トイレ、駐輪場）改善計画に則り１年に１駅  

【岳南富士岡駅トイレ水栓、駐輪場脇樹木伐採】 

お客様のご意見集約の

強化 
お客様の気付いた点や要望などを受け付け、よ

り利用し易い環境整備を行った。 
0 0 

◯ 

 個別指標【実績】 

1）お客様相談ご意見窓口の継続・改善 1 回／月全社会議で検証 
【全従業員に「気づきシート」を記入・提出させ、お客様の声を収集、

毎月の現場長会議で報告、対応を検討した。】 
2）お客様アンケートの実施 1 回／年【4 月実施】 

CS の向上 
外部講師による教育や、定期的な CS 向上運動

を実施した。 
42 0 

◯ 

 個別指標【実績】 

1）富士急グループＣＳ教育への参加 1 回／年 
【新入社員を富士急行本社合同研修に参加させた 2 回／年】 
2）サービスクオリティの確認・改善 1 回／月全社会議で検証 
【現場長会議で検証 1 回／月】 

＜実施状況が確認できるもの・写真等＞ 

 

     

▲8000 形車体清掃              ▲7001 号床ﾜｯｸｽがけ ▲富士岡駅男子ﾄｲﾚ水栓交換 

   

▲現場長会議           ▲富士急ｸﾞﾙｰﾌﾟ合同研修    ▲同左 
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事 業 種 別 鉄道事業 
事 業 目 的 観光利用施策による地域社会との共存共栄（目標２） 

取 組 種 別 誘致活動の強化・案内充実 
（ 取 組 施 策 ） 経費(千円) 収入(千円) 評 価 

誘致活動の強化 

市外・国内外や沿線外からの誘致活動

を強化するため、沿線の魅力や観光情

報を積極的に発信し、旅行代理店など

への積極的な販促活動を実施した。 

20 0 

〇 

 個別指標【実績】 

１）旅行代理店や観光関連団体等ＰＲ 2 回／年【静岡県内 2 回】 

２）商談会等イベントへの出店 2 回／年【東京、大阪（富士山

観光交流ビューローに依頼）に出店、3 回】 

３）自社実施イベントへの集客 1,000 人／年 【夜景 1,152 人

／年、バスツアー受入 5,829 人/年】 

駅や車内における案内の強

化 

観光客等の不案内な旅客の利便性向上

のため、主要駅において接続する交通

手段の案内、アテンダントの乗務や外

国語案内標記の充実等に取り組んだ。 

199 0 

〇 

 個別指標【実績】 

１）周辺観光情報の紹介展示各駅に設置 

【沿線マップ英語版作成、各駅で配布した】 

２）多客時の保安乗務、ガイドイベント・多客の都度 

【吉原祇園祭、毘沙門天大祭開催日に保安要員添乗】 

３）掲示物の多言語化推進多言語表示対応（R7 整備完了） 

【ワンマン電車乗り方案内の多言語表示（日・英・中）掲出】 

＜実施状況が確認できるもの・写真等＞ 

      
▲観光交流ﾋﾞｭｰﾛｰ様依頼 ▲旅行代理店      ▲静岡市内セールス  

 大阪商談会       セールス（大阪） 

 
 ▲ﾐｽかぐや姫がｶﾞｲﾄﾞ ▲英語版沿線マップ  ▲多言語ﾜﾝﾏﾝ電車   ▲毘沙門天大祭多客時 
  名月電車                  乗り方案内     保安要員添乗列車 
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事 業 種 別 鉄道事業 
事 業 目 的 観光利用施策による地域社会との共存共栄（目標２） 

取 組 種 別 イベント・企画電車等の開催 
（ 取 組 施 策 ） 経費(千円) 収入(千円) 評 価 

沿線イベントの企画・開催 

沿線施設・地域への集客のため、自社企

画イベントや市及び関係団体と連携し

たイベントの開催、市内・沿線で開催さ

れる地元イベントと連携していく。 

1,194 0 

◯ 

 個別指標【実績】 

１）自社企画イベント 4 回／年【岳南電車まつり、沿線ﾏｯﾌﾟｽﾀ

ﾝﾌﾟﾗﾘｰ２回】 

２）沿線ウォーキングマップ作製 1 回／年【新沿線ﾏｯﾌﾟ増刷 2 回】 

３）沿線イベント連携 3 回／年【トレインフェスタ（ロゼシア

ター）、比奈あかちょうちん、いぬのﾋﾟｸﾆｯｸﾏﾙｼｪ、吉永このゆびと

まれに出展】 

イベント列車の企画・運行 

岳南電車自体を観光誘客の目的とする

イベント電車を運行する。また電車の

ラッピング装飾などにより話題性を提

供する。 

100 0 

△ 

 個別指標【実績】 

１）イベント電車の企画運行 4 回／月（夜景電車、運転体験等） 

【イベント電車 22 回、運転体験 5 回／年】 

２）ラッピング装飾等 1 回／シーズン 【ラッピング等装飾電車：

花咲くジヤトコ駅前プロジェクト、みちまるくん＆さもにゃんコ

ラボラッピング、だるま電車 計 3 回／年】 

アテンダントの充実 
色々なイベント列車での車内アテンダ

ントを育成し、イベント列車の魅力を

高めて県外からの誘客に努める。 

10 0 

○ 

 個別指標【実績】 
１）夜景観光士資格保持者毎年 2 人増加／年※期首有資格者 6 名

【夜景観光士検定合格 2 名、7 名（既取得者 1 名退職のため）】 

＜実施状況が確認できるもの・写真等＞ 

                 

 
▲ﾛｾﾞｼｱﾀｰﾄﾚｲﾝﾌｪｽﾀ出展 ▲電車まつりステージイベント ▲いぬのﾋﾟｸﾆｯｸﾏﾙｼｪ貸切列車 
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▲比奈あかちょうちん    ▲吉原聖母幼稚園車内     ▲比奈このゆびとまれ出店 
               ハロウィン装飾  

        
   ▲ジヤトコ様花咲く    ▲みちまるくん＆さもにゃん  ▲だるま電車出発式 

  ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄﾗｯﾋﾟﾝｸﾞ     コラボラッピング                    

   

  ▲沿線ﾏｯﾌﾟｽﾀﾝﾌﾟﾗﾘｰ告知    ▲がくてつ運転体験 
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事 業 種 別 鉄道事業 
事 業 目 的 観光利用施策による地域社会との共存共栄（目標２） 
取 組 種 別 岳南電車及び沿線のイメージアップ 

（ 取 組 施 策 ） 経費(千円) 収入(千円) 評 価 

駅の機能強化 
駅を中心とした賑わいの創出や沿線全体のイ

メージアップのため、地域の拠点としての駅機

能の強化と、駅自体の魅力度向上を図る。 
0 0 

◯ 

 個別指標【実績】 

１）「がくてつ機関車ひろば」でのイベント・ツアー誘客等 

【7 月 NEXCO 中日本みてみてツアーズ受入、10 月富士地区労福協親

子見学ツアー受入、11 月岳南電車まつりで機関車学実施】 

２）駅舎テナントとのタイアップ、駅の賑わいづくり 

【1 月富士市立高校生竹灯籠ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄによる岳南江尾駅作品展示】 

３）駅待合スペースの環境整備 

【吉原駅待合室沿線イベントに合わせた展示・装飾】 

魅力ある観光地の 
ＰＲ 

富士市や関係団体と連携し、田子の浦港や毘沙

門天、東海道吉原宿、須津川渓谷など多くの観

光資源と地域の文化や歴史、食に係る多様な地

産資源を活用した観光ＰＲを行う。 

0 0 

◯ 

 個別指標【実績】 

１）コラボＰＲ企画 2 回／年【富士まるごとひとったび事業、煙突ﾗｲ

ﾄｱｯﾌﾟ点灯式＆観賞夜景電車運行、沿線マップを活用したスタンプラリ

ー（沿線飲食店等とコラボ）開催、富嶽奇譚、超かぐや等の市コラボキ

ャラクターとの連携】 

＜実施状況が確認できるもの・写真等＞ 

    

▲NEXCO 中日本      ▲富士地区労福協     ▲煙突ﾗｲﾄｱｯﾌﾟ点灯式   ▲沿線飲食店 
 みてみてﾂｱｰｽﾞ受入れ     親子車庫見学                  ｺﾗﾎﾞｽﾀﾝﾌﾟﾗﾘｰ 

                 
 ▲吉原駅待合室展示  ▲富士市立高校竹灯籠   ▲富嶽奇譚ｺﾗﾎﾞ  ▲超かぐや姫コラボ 

元吉原小学生鈴川だるま  ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ作品展示   ﾍｯﾄﾞﾏｰｸ列車    ｽﾀﾝﾌﾟﾗﾘｰﾎﾟｲﾝﾄ 

紹介           （岳南江尾駅） 
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事 業 種 別 鉄道事業 
事 業 目 的 観光利用施策による地域社会との共存共栄（目標２） 
取 組 種 別 魅力あるお土産グッズの商品拡充 

（ 取 組 施 策 ） 経費(千円) 収入(千円) 評 価 

新規商品の開発 
鉄道関連グッズ、岳南電車オリジナルグッズを

企画販売し、話題性の向上によるイメージアッ

プと利用促進、付帯収入の獲得を図った。 
4,524 7,667 

◯ 

 個別指標【実績】 
１）新規オリジナルグッズ企画販売 3 品目／四半期 

【新商品 27 品目/年】 

＜実施状況が確認できるもの・写真等＞ 

       

 

 

 

 

 

 

  

   

 

 

 

 

 

 

 

  ▲がくてつダルマグッズ         ▲富嶽奇譚コラボグッズ 

   ｱｸﾘﾙｽﾀﾝﾄﾞ    ｷｰﾎﾙﾀﾞｰ        キーホルダー       缶バッジ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▲ゾロ目！ラッキーセブン富士山型 

記念入場券＆1 日フリー乗車券セット 

▲ルービックキューブ ▲9000 形ラバーキーホルダー 
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事 業 種 別 鉄道事業 
事 業 目 的 安全第一の経営方針と経営努力の継続（目標３） 
取 組 種 別 安全管理体制の維持 

（ 取 組 施 策 ） 経費(千円) 収入(千円) 評 価 

安全マネジメント体制

の強化 

・毎月開催の安全推進会議の開催、ヒヤリ・ハ

ット収集、交通安全 運動や夏季輸送・年末年

始輸送安全総点検の実施と社長巡視、内部監査

や個人面談を実施した。 

0 0 ◯ 

社員の教育・訓練の 
実施 

消防合同 AED 救命訓練（2/18、19）、 富士警

察署との合同テロ対策訓練（1/26）の実施 
0 0 ◯ 

踏切事故防止 
市道踏切の停止線引き直しについて、市道路整

備課と協議を行った。 
0 0 ◯ 

 個別指標【実績】 

１）運輸安全マネジメントによる安全基本方針（行動規範）に従い、定期的な安

全推進会議や経営トップによる現場巡視など活動を推進する。【安全推進会議 1

回／月開催、経営トップ現場巡視 2 回／年】 

２）安全管理体制維持のため、経営管理部門（親会社安全管理部門含む）を含め

た全社による運輸安全マネジメント内部監査を実施する。 【富士急行安全統

括室による内部監査実施】 

＜実施状況が確認できるもの・写真等＞ 

     

▲安全推進会議       ▲現場巡視          ▲AED 救命訓練 

     

▲テロ対策訓練         ▲テロ対策訓練       ▲富士急行による 

内部監査実施結果報告書 
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事 業 種 別 鉄道事業 
事 業 目 的 安全第一の経営方針と経営努力の継続（目標３） 
取 組 種 別 安全な鉄道施設の維持 

（ 取 組 施 策 ） 経費(千円) 収入(千円) 評 価 

計画的な設備・修繕工

事の実施 

国、県などの安全対策補助を活用し、線

路・電路・車両の安全対策を行った。 
・線路設備 レールの重軌条化（本吉原～岳

南原田間）、分岐器ﾚｰﾙ交換（本吉原 11 号、

原田 51 号、須津 11 号） 

・信号保安設備 踏切遮断機・警報機・制御

用機器更新（本町踏切・山下踏切・福泉裏踏

切、須津構内東踏切） 

・車両 車両重要部検査（7003 号車両） 

軌道･信号等

設備取得 

88,559 

車両検査 

15,440 

0 

◯ 

 個別指標【実績】 

１）計画的な鉄道施設の維持管理のため、鉄道設備の中長期計画を策

定し、それに基づき計画的な設備・修繕工事を実施する。 

【計画に基づき上記安全設備投資、工事を実施】 

２）電車車両や駅連動設備の大型設備更新にかかわる大型投資につい

ては、行政と密に連携し、その導入の判断を行う。 

【運輸局と折衝し、2026 年度導入車両の改造設計、部品調達実施】 

＜実施状況が確認できるもの・写真等＞ 

     

▲ﾚｰﾙ重軌条化    ▲分岐器ﾚｰﾙ交換 本吉原 11 号  原田 51 号       須津 11 号 

（本吉原～岳南原田間）   

    

 ▲本町踏切      ▲山下踏切     ▲福泉裏踏切    ▲須津構内東踏切 

  

 

 

 

 ▲7003 号重要部検査 
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事 業 種 別 鉄道事業 
事 業 目 的 安全第一の経営方針と経営努力の継続（目標３） 
取 組 種 別 低コスト経営の継続 

（ 取 組 施 策 ） 経費(千円) 収入(千円) 評 価 

合理的効率的な経営の

継続強化 

ｾﾌﾞﾝﾁｹｯﾄ等外部ﾘｿｰｽ活用により、観光列車の

予約受付や現金収受・発券業務省力化と販路

拡大を図った。 

 

335 

税込取扱高 

3,218 

◯ 

 個別指標【実績】 

１）行動計画実行に向けた適切な人員の配置と確保【運転士候補 1 名

採用、2 名が動力車運転免許試験合格・運転士に選任】 

２）安定した鉄道運行に加え、イベント企画・実施等マルチ化の推進

【駅員、運転士を企画営業チームに選任しイベントを企画させた】 

３）コンビニ発券等販売チャネル拡大と事務効率化 【夜景電車、ビー

ル電車の予約受付・発売を全てセブンチケット化】 

＜実施状況が確認できるもの・写真等＞ 

 

 ▲セブンチケット発券 

 (夜景電車、富士の宵) 
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事 業 種 別 鉄道事業 
事 業 目 的 市民・各種団体・行政との連携活動の継続（目標４） 
取 組 種 別 各種連携活動の継続 

（ 取 組 施 策 ） 経費(千円) 収入(千円) 評 価 

岳南電車の「利用促進

協議会」の活用 

「地域」「各種団体」「行政」「事業者」が連

携し岳南電車の利用促進を考え話し合う

「岳南電車利用促進協議会」に支援団体の

協力、ご意見を収集、利用促進策に活用し

た。 

0 0 
◯ 

 個別指標【実績】 1 回／四半期【1 回／四半期（5/21、8/20、11/19、2/18）開催】 

潜在的な利用者への働

きかけ 

潜在的な利用者でありながら、未だに利用

したことがない近隣の市民や、周辺観光す

る外国人観光客に、岳南電車の魅力や市内

観光施設を周知させ、電車の利用促進と観

光需要の発生を図った。 

0 0 

◯ 

 個別指標【実績】 

１）鉄道の地域資源としての活用（沿線施設の目的地化） 

【主にｲﾝﾊﾞｳﾝﾄﾞ客ﾀｰｹﾞｯﾄの岳南電車・市内路線バス共通ﾃﾞｼﾞﾀﾙﾁｹｯﾄ

「Fuji City View Passport」発売開始】 

２）海外（外国人観光客）へ向けた情報発信 

【富士急行海外駐在事務所（バンコク、台北、上海）への情報提供】 

各種支援団体と連携強

化 

四半期ごとの「利用促進協議会」に各種支

援団体等にも出席いただき、緊密に連携

し、事業の改善や支援活動の方針などを協

議した。5/21、8/20、11/19、2/18 開催 

0 0 ◯ 

社会貢献活動への積極

的な取組 

地域交通を担う鉄道事業者としての社会

的使命を果たすため、地域活動や環境活

動、社会貢献活動に積極的に取り組むほ

か、環境負荷の少ない鉄道の利用促進事業

の実施、ほか SDGｓをふまえたイベント

の実施。 

0 0 

◯ 

 個別指標【実績】 

１）沿線地域活動への参加（地元清掃活動、地元行事等） 
【ジャトコ花咲くプロジェクト駅周辺清掃や、三菱商事ライフサイエ

ンス様の沿線清掃活動に当社社員も参加した】 
２）環境活動（富士市ＳＤＧｓ未来都市推進企業としての役割） 
【元吉原中学校生徒の職業体験を受入】 
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鉄道安定運行に向けた

課題の検討 

日本民営鉄道協会を通じて他地方鉄道事

業社との交流、情報交換を密に行った。ま

た、行政とより緊密に当社鉄道の利用状

況、経営上の課題、行動計画の進捗等の情

報交換を行うため、市役所各部署と連携強 
化のため「庁内連携支援会議」に出席し当

社の経営状況等を説明した。 

0 0 ◯ 

＜実施状況が確認できるもの・写真等＞ 

     

▲岳南電車利用促進協議会（8/20）       ▲Fuji City View 

                                                Passport 券画面 

   

▲三菱商事ﾗｲﾌｻｲｴﾝｽ様との沿線清掃活動 

 

▲ジヤトコ花咲くﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ植栽作業 
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事 業 種 別 鉄道事業 
事 業 目 的 シティプロモーション活動等の積極展開（目標５） 
取 組 種 別 シティプロモーション活動等の積極展開 

（ 取 組 施 策 ） 経費(千円) 収入(千円) 評 価 

自社メディアの活用 

自社のウェブサイトに加え、ソーシャルメディ

ア（X、Instagram、TikTok 等）を活用し、弊

社運行情報、営業施策に加えて、周辺情報や富

士市全般に関する観光情報や富士市の魅力な

ど幅広く、適時に積極的に投稿した。 

120 0 

◯ 

 個別指標【実績】 

１） 自社ｳｪﾌﾞｻｲﾄｾｯｼｮﾝ数 21,833/月【セッション数 21,838/月】 

２）ウェブサイト情報更新 2 回／月【3.5 回更新／月平均】 

３）SNS 情報発信 月平均 50 回程度【15 回発信／月平均】 

富士市の魅力 PR、イメ

ージアップ 

富士市の魅力をＰＲするために、沿線の地域資

源を紹介した沿線マップの刷新、旅行専門誌、

鉄道趣味誌の取材受入、情報提供を行った。 
319 0 

◯ 

 個別指標【実績】 

１）観光パンフレット、沿線マップ等の作成 2 回／年  

【前年度に刷新した沿線マップ増刷、英語版の新規作成】 

２）旅行専門誌、ガイド本などへの掲載 5 回／年 

【記事掲載 雑誌・書籍５回】 

３）市関連ポスターの掲載 8 種類／年【35 種類／年】 

４）ツアー商品等造成タイアップ等 50 回設定／年【69 回／年】 

パブリシティの獲得強

化 
当社の取組や営業施策をマスコミへリリース

し、パブリシティ獲得を図った。 
0 0 

◯ 

 個別指標【実績】 

１）各種施策に関するリリース回数 1 回以上／月【4.16 回／月平均】 

２）他団体等との連携によるリリース 2 回以上／年【4 回／年、日本

民営鉄道協会主催小学生新聞ｺﾝｸｰﾙで当社を紹介いただいた作品が最優

秀作品賞受賞（東京都の浅羽茉莉さん）】 

＜実施状況が確認できるもの・写真等＞ 

           

 ▲公式Ｘ      ▲Instagram   ▲東京都台東区立根岸小学校 ▲沿線ﾏｯﾌﾟ日本語版増刷 

５年生浅羽茉莉さんの作品  ＆英語版新規作成 

 

 

35



   

  ▲雑誌掲載（旅と鉄道）          ▲富士市関連ﾎﾟｽﾀｰ掲出 

                       （商業労政課 軽ﾄﾗ市告知） 

 

総括的な指標【実績】 目標利用者数未達成 770,352 人 【719,460 人】 
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